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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離部と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するデコーダと
、
　チャンネルが切り替えられたことをトリガとして時間をカウントするタイマと、
　上記付加データに含まれる現在時刻情報を抽出し、該現在時刻情報と上記タイマのカウ
ント値とを加算して時刻情報を算出する制御部と、
　上記時刻情報に基づき現在時刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成する画像
生成部と、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替部と
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように上記切替部が制御される
ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
請求の範囲１に記載の放送受信装置において、
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　画像データを記憶する記憶部と、
　上記第２の映像データに対して上記記憶部に記憶された画像データを合成する合成部と
をさらに有することを特徴とする放送受信装置。
【請求項３】
請求の範囲１に記載の放送受信装置において、
　外部の機器が接続され、該外部の機器から出力された第３の映像データを受け取る入力
インターフェースをさらに有し、
　上記切替部は、
　上記第１の映像データ、上記第２の映像データおよび上記第３の映像データのうちいず
れかを切り替えて出力する
ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項４】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離部と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するとともに、
上記デコード処理の開始時刻を示す開始時刻情報を出力するデコーダと、
　上記開始時刻情報を受け取ったことをトリガとして時間をカウントするタイマと、
　上記開始時刻情報と上記タイマのカウント値とを加算して上記デコード処理の経過時間
を示す経過時間情報を算出する制御部と、
　上記経過時間情報に基づき上記デコード処理の開始時刻からの時間経過を示す第２の映
像データを生成する画像生成部と、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替部と
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように上記切替部が制御される
ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項５】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューナ部と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離部と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するデコーダと
、
　チャンネルが切り替えられたことをトリガとして時間をカウントするタイマと、
　チャンネルの切り替えパターンに応じたミュート処理の総時間を示す総時間情報が記述
されたチャンネル切替データベースを記憶する記憶部と、
　上記チャンネル切替データベースを参照して得られる上記総時間情報から上記タイマの
カウント値を減算することによって得られるミュート処理の残時間を示す残時間情報を算
出する制御部と、
　上記残時間情報に基づきミュート処理が完了するまでの時間経過を示す第２の映像デー
タを生成する画像生成部と、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替部と
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように上記切替部が制御される
ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項６】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
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局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューニングステップ
と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離ステップ
と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するデコードス
テップと、
　チャンネルが切り替えられたことをトリガとしてタイマで時間をカウントするステップ
と、
　上記付加データに含まれる現在時刻情報を抽出し、該現在時刻情報と上記タイマのカウ
ント値とを加算して時刻情報を算出するステップと、
　上記時刻情報に基づき現在時刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成する画像
生成ステップと、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替ステップと
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように制御される
ことを特徴とする再生処理方法。
【請求項７】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューニングステップ
と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離ステップ
と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するとともに、
上記デコード処理の開始時刻を示す開始時刻情報を出力するデコードステップと、
　上記開始時刻情報を受け取ったことをトリガとしてタイマで時間をカウントするステッ
プと、
　上記開始時刻情報と上記タイマのカウント値とを加算して上記デコード処理の経過時間
を示す経過時間情報を算出するステップと、
　上記経過時間情報に基づき上記デコード処理の開始時刻からの時間経過を示す第２の映
像データを生成する画像生成ステップと、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替ステップと
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように上記切替部が制御される
ことを特徴とする再生処理方法。
【請求項８】
デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選
局し、該変調信号を復調してトランスポートストリームを出力するチューニングステップ
と、
　上記トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離ステップ
と、
　上記映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するデコードス
テップと、
　チャンネルが切り替えられたことをトリガとしてタイマで時間をカウントするステップ
と、
　チャンネルの切り替えパターンに応じたミュート処理の総時間を示す総時間情報が記述
されたチャンネル切替データベースを記憶する記憶ステップと、
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　上記チャンネル切替データベースを参照して得られる上記総時間情報から上記タイマの
カウント値を減算することによって得られるミュート処理の残時間を示す残時間情報を算
出するステップと、
　上記残時間情報に基づきミュート処理が完了するまでの時間経過を示す第２の映像デー
タを生成する画像生成ステップと、
　上記第１の映像データおよび上記第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力す
る切替ステップと
を有し、
　チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、該ミュート処理の際に、上記
第２の映像データを出力するように上記切替部が制御される
ことを特徴とする再生処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ディジタルテレビジョン放送を視聴可能な放送受信装置および再生処理方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上ディジタルテレビジョン放送やＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅ
ｌｌｉｔｅ）ディジタルテレビジョン放送、ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓａｔ
ｅｌｌｉｔｅ）ディジタルテレビジョン放送などのディジタルテレビジョン放送を視聴可
能なテレビジョン受像機が急速に普及している。このようなテレビジョン受像機などの放
送受信装置において、チャンネルを切り替える際や、外部入力端子を用いて接続されたデ
バイスを切り替える際などには、通常、２～３秒程度のブランク時間が発生する。
　これは、チャンネル切り替えの操作から映像を表示するまでに行われる再生処理が、デ
ィジタルテレビジョン放送の規格であるＩＳＤＢ－Ｔ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）やＡＴＳＣ（Ａｄｖａｎｃｅｄ
　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）、ＤＶＢ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）などによって定められた規定に従って
行われているためである。
　これらの規格では、例えばユーザがチャンネルを切り替えた場合に、放送受信装置にお
いて放送設備から送出された電波からチャンネルを特定するデータを取得し、取得したチ
ャンネル特定データに基づき所望のチャンネルに対応する映像データを取得するようにし
ている。このとき、放送受信装置は、チャンネル特定データとして様々なデータを取得す
る必要がある。しかしながら、放送設備から送出されるこれらのデータの送出周期が異な
るため、必要となる様々なデータを取得して所望のチャンネルを特定するのに時間がかか
ってしまう。
　したがって、ブランク時間を短縮するためには、例えばディジタルテレビジョン放送の
規格が変更され、より効率的にチャンネル特定データを取得できるようになることが必要
である。
　また、最近では、放送受信装置の出力段に用いられるＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔ）やアプリケーションが高機能化し、様々な処理を行うようになってきてい
るため、例えば、各種の外部入力端子を用いて接続されたデバイスを切り替える際には、
ブランク時間が長くなる方向となってきている。
　ところで、ブランク時間中は、一般に、黒い画像のみを表示するミュート処理が施され
る。しかしながら、ブランク時間中に黒い画像を表示した場合、ユーザは、映像がいつ表
示されるかがわからず、表示されるまでの時間が従来のアナログテレビジョン放送と比較
して長いという感覚を持ってしまうという問題点があった。
　そこで、この問題を解決するために、従来から、ミュート処理中に別の画像や映像を表
示する方法が提案されている。例えば、特開２０００－４１１９７号公報には、チャンネ
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ルを切り替えて映像が表示されるまでのブランク時間中に、予め記憶された静止画などの
画像を表示することにより、スムーズなチャンネル切り替えを行う方法が記載されている
。
　しかしながら、上述の特開２０００－４１１９７号公報に記載された方法では、単に別
の画像や映像を表示するのみであるため、ユーザは、チャンネルを切り替えてからどの程
度時間が経過したか、または、チャンネルを切り替えてからどの程度時間が経過すると映
像が表示されるかがわからず、ユーザーの心理的な負担となってしまうという問題点があ
った。
【発明の開示】
【０００３】
　したがって、この発明の目的は、チャンネルを切り替える際や外部入力を切り替える際
に、ユーザの心理的な負担を軽減させる放送受信装置および再生処理方法を提供すること
にある。
　上述した課題を解決するために、第１の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から
所定のチャンネルに対応する周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポ
ートストリームを出力するチューナ部と、トランスポートストリームを映像データおよび
付加データに分離する分離部と、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像デ
ータを出力するデコーダと、チャンネルが切り替えられたことをトリガとして時間をカウ
ントするタイマと、付加データに含まれる現在時刻情報を抽出し、現在時刻情報とタイマ
のカウント値とを加算して時刻情報を算出する制御部と、時刻情報に基づき現在時刻から
の時間経過を示す第２の映像データを生成する画像生成部と、第１の映像データおよび第
２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力する切替部とを有し、チャンネルが切り
替えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第２の映像データを出力す
るように切替部が制御されることを特徴とする放送受信装置である。
　また、第２の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応す
る周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する
チューナ部と、トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離
部と、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するとともに、
デコード処理の開始時刻を示す開始時刻情報を出力するデコーダと、開始時刻情報を受け
取ったことをトリガとして時間をカウントするタイマと、開始時刻情報とタイマのカウン
ト値とを加算してデコード処理の経過時間を示す経過時間情報を算出する制御部と、経過
時間情報に基づきデコード処理の開始時刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成
する画像生成部と、第１の映像データおよび第２の映像データのうちいずれかを切り替え
て出力する切替部とを有し、チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、ミ
ュート処理の際に、第２の映像データを出力するように切替部が制御されることを特徴と
する放送受信装置である。
　また、第３の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応す
る周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する
チューナ部と、トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分離する分離
部と、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出力するデコーダと
、チャンネルが切り替えられたことをトリガとして時間をカウントするタイマと、チャン
ネルの切り替えパターンに応じたミュート処理の総時間を示す総時間情報が記述されたチ
ャンネル切替データベースを記憶する記憶部と、チャンネル切替データベースを参照して
得られる総時間情報からタイマのカウント値を減算することによって得られるミュート処
理の残時間を示す残時間情報を算出する制御部と、残時間情報に基づきミュート処理が完
了するまでの時間経過を示す第２の映像データを生成する画像生成部と、第１の映像デー
タおよび第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力する切替部とを有し、チャン
ネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第２の映像デー
タを出力するように切替部が制御されることを特徴とする放送受信装置である。
　また、第４の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応す
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る周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する
チューニングステップと、トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分
離する分離ステップと、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出
力するデコードステップと、チャンネルが切り替えられたことをトリガとしてタイマで時
間をカウントするステップと、付加データに含まれる現在時刻情報を抽出し、現在時刻情
報とタイマのカウント値とを加算して時刻情報を算出するステップと、時刻情報に基づき
現在時刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成する画像生成ステップと、第１の
映像データおよび第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力する切替ステップと
を有し、チャンネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、
第２の映像データを出力するように制御されることを特徴とする再生処理方法である。
　また、第５の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応す
る周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する
チューニングステップと、トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分
離する分離ステップと、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出
力するとともに、デコード処理の開始時刻を示す開始時刻情報を出力するデコードステッ
プと、開始時刻情報を受け取ったことをトリガとしてタイマで時間をカウントするステッ
プと、開始時刻情報とタイマのカウント値とを加算してデコード処理の経過時間を示す経
過時間情報を算出するステップと、経過時間情報に基づきデコード処理の開始時刻からの
時間経過を示す第２の映像データを生成する画像生成ステップと、第１の映像データおよ
び第２の映像データのうちいずれかを切り替えて出力する切替ステップとを有し、チャン
ネルが切り替えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第２の映像デー
タを出力するように切替部が制御されることを特徴とする再生処理方法である。
　また、第６の発明は、デジタルテレビジョン放送の電波から所定のチャンネルに対応す
る周波数の変調信号を選局し、変調信号を復調してトランスポートストリームを出力する
チューニングステップと、トランスポートストリームを映像データおよび付加データに分
離する分離ステップと、映像データをデコードし、デコードされた第１の映像データを出
力するデコードステップと、チャンネルが切り替えられたことをトリガとしてタイマで時
間をカウントするステップと、チャンネルの切り替えパターンに応じたミュート処理の総
時間を示す総時間情報が記述されたチャンネル切替データベースを記憶する記憶ステップ
と、チャンネル切替データベースを参照して得られる総時間情報からタイマのカウント値
を減算することによって得られるミュート処理の残時間を示す残時間情報を算出するステ
ップと、残時間情報に基づきミュート処理が完了するまでの時間経過を示す第２の映像デ
ータを生成する画像生成ステップと、第１の映像データおよび第２の映像データのうちい
ずれかを切り替えて出力する切替ステップとを有し、チャンネルが切り替えられた場合に
ミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第２の映像データを出力するように切替部が
制御されることを特徴とする再生処理方法である。
　上述したように、第１および第４の発明では、チャンネルが切り替えられたことをトリ
ガとしてタイマで時間をカウントし、付加データに含まれる現在時刻情報を抽出し、現在
時刻情報とタイマのカウント値とを加算して時刻情報を算出し、時刻情報に基づき現在時
刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成し、チャンネルが切り替えられた場合に
ミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第１の映像データおよび第２の映像データの
うち第２の映像データを切り替えて出力するようにようにしているため、ミュート処理中
には、現在時刻からの時間経過を示す映像が出力される。
　また、第２および第５の発明では、デコードの際に出力される開始時刻情報を受け取っ
たことをトリガとしてタイマで時間をカウントし、開始時刻情報とタイマのカウント値と
を加算してデコード処理の経過時間を示す経過時間情報を算出し、経過時間情報に基づき
デコード処理の開始時刻からの時間経過を示す第２の映像データを生成し、チャンネルが
切り替えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第１の映像データおよ
び第２の映像データのうち第２の映像データを切り替えて出力するようにしているため、
ミュート処理中には、デコード処理を開始してからの時間経過を示す映像が出力される。
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　また、第３および第６の発明では、チャンネルが切り替えられたことをトリガとしてタ
イマで時間をカウントし、チャンネルの切り替えパターンに応じたミュート処理の総時間
を示す総時間情報が記述されたチャンネル切替データベースを記憶し、チャンネル切替デ
ータベースを参照して得られる総時間情報からタイマのカウント値を減算することによっ
て得られるミュート処理の残時間を示す残時間情報を算出し、残時間情報に基づきミュー
ト処理が完了するまでの時間経過を示す第２の映像データを生成し、チャンネルが切り替
えられた場合にミュート処理を行い、ミュート処理の際に、第１の映像データおよび第２
の映像データのうち第２の映像データを切り替えて出力するようにしているため、ミュー
ト処理中には、ミュート処理が完了するまでの時間経過を示す映像が出力される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　第１図は、この発明の実施の一形態による放送受信装置の一例の構成を示すブロック図
、第２図Ａ、第２図Ｂおよび第２図Ｃは、時間情報の表示の一例について説明するための
略線図、第３図Ａ、第３図Ｂおよび第３図Ｃは、時間情報の表示の一例について説明する
ための略線図、第４図は、チャンネル切替データベースの一例を示す略線図、第５図は、
放送受信装置における選局の際の再生処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０００５】
１　　　放送受信装置
２　　　アンテナ
１１　　チューナ
１２　　デスクランブラ
１３　　デマルチプレクサ
１４　　映像デコーダ
１５　　音声デコーダ
１６　　映像切替部
１７　　音声切替部
１８　　表示部
１９　　音声出力部
２１　　生成部
２２　　画像生成部
２３　　入力Ｉ／Ｆ
２４　　判定部
２５　　記憶部
３０　　制御部
３１　　操作部
４０　　タイマ
Ｓ１　　ミュート処理
Ｓ２　　Ｃｉｒｃｕｓ処理
Ｓ３　　選局・復調処理
Ｓ４　　ＰＡＴの取得
Ｓ５　　ＰＭＴの取得
Ｓ６　　ＥＣＭの取得
Ｓ７　　スクランブル鍵の取得
Ｓ８　　デスクランブル処理
Ｓ９　　デコード開始
Ｓ１０　時間情報を表示するか？
Ｓ１１　ＴＤＴ／ＴＯＴの取得
Ｓ１２　現在時刻情報の取得
Ｓ１３　残時間を表示するか？
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Ｓ１４　残時間の算出
Ｓ１５　画像の生成
Ｓ１６　映像の表示
Ｓ１７　デコード完了したか？
Ｓ１８　デコード完了したか？
Ｓ１９　映像の表示
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、この発明の実施の一形態について、図面を参照して説明する。この発明の実施の
一形態では、チャンネル切り替えの際や外部入力を切り替えた際に発生するブランク時間
中に、ミュート処理として現在時刻や処理経過時間、ミュート処理が完了するまでの残時
間などを示す画像や音声を表示・出力するようにしている。
　先ず、この発明の実施の一形態に対する理解を容易とするために、外部の放送設備から
送出されるデータについて、概略的に説明する。外部の放送設備では、例えば、ＭＰＥＧ
－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ－２）方式により、
映像、音声およびデータの圧縮符号化が行われる。そして、ＭＰＥＧ－２システムズ（Ｍ
ＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ）の規定に従い、映像データ、音声データおよびこれらに付
加される付加データがチャンネル毎およびデータ種類毎にパケット化され、時分割で多重
化してトランスポートストリーム（ＴＳ：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）と呼ばれ
るパケット列が生成される。
　生成された映像データ、音声データおよび付加データからなるトランスポートストリー
ム（以下、ＴＳと適宜称する）は、特定のユーザのみが視聴できるようにするため、スク
ランブル鍵を用いてスクランブル処理が施される。そして、スクランブル処理されたＴＳ
に対して、それぞれのディジタルテレビジョン放送の規定によって定められた所定の変調
処理が施されて送信される。
　なお、ＢＳディジタルテレビジョン放送などの衛星ディジタルテレビジョン放送では、
上述のようにして生成されたＴＳと、同様にして生成された別の放送事業者からのＴＳと
が多重されて一つのトランスポンダに伝送される。また、衛星ディジタルテレビジョン放
送では、複数のトランスポンダを用いて、各放送事業者からのＴＳを伝送している。
　ＴＳは、複数のＴＳパケットが連続したストリームであり、ＴＳパケットは、ＴＳヘッ
ダとペイロードおよび／またはアダプテーションフィールドで構成されている。ＴＳパケ
ットのＴＳヘッダは、例えば、ＴＳパケットの先頭を検出するための同期バイトや、パケ
ットの中のビットエラーの有無を示す誤り表示、新たなＰＥＳ（Ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ　
Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）パケットの開始を示すユニット開始表示、パケッ
トの重要度を示す優先度、パケットの属性を示すＰＩＤ（Ｐａｃｋｅｔ　ＩＤｅｎｔｉｆ
ｉｃａｔｉｏｎ）で構成される。アダプテーションフィールドは、ペイロードのデータに
関する情報を示すことができるものである。
　ＰＩＤは、１３ビットの値によりパケットの属性を示し、ペイロードに格納されるデー
タの種類により値が異なる。このＰＩＤは、必要とするＴＳパケットをフィルタリングす
る際に用いられる。
　ＴＳパケットのペイロードには、複数のチャンネルの映像や音声のストリームをパケッ
ト化したものを格納することができる。また、映像や音声のストリームの他に、セクショ
ン形式のデータも格納することもできる。セクション形式のデータは、例えば、チャンネ
ルや番組に関する情報を記述したＳＩ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）情報
や、ＴＳから指定した番組情報を構成する映像や音声の情報を取得するために必要な情報
を記述したＰＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）情報
と呼ばれる番組配列情報で構成されている。番組配列情報としては、例えば、ＰＭＴ（Ｐ
ｒｏｇｒａｍ　Ｍａｐ　Ｔａｂｌｅ）やＰＡＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ　Ｔａｂｌｅ）、ＴＤＴ（Ｔｉｍｅ　ａｎｄ　Ｄａｔｅ　Ｔａｂｌｅ）、ＥＩＴ（Ｅｖ
ｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）などのテーブルがある。
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　ＰＭＴは、各チャンネルにおける映像、音声およびデータのストリームを伝送するＴＳ
パケットを特定するためのテーブルである。ＰＭＴは、チャンネル毎に存在し、そのチャ
ンネルを構成する各ストリームのＰＩＤやストリームのタイプなどの指定する。ＰＭＴ自
体のＰＩＤは、後述するＰＡＴによって指定されている。
　ＰＡＴは、各チャンネルのＰＭＴを伝送しているＴＳパケットを特定するためのテーブ
ルである。ＰＡＴは、ＴＳに１つ存在し、そのＴＳに存在するサービスＩＤとそのサービ
スのＰＭＴのＰＩＤなどが記述されている。
　ＴＤＴは、現在の日付と時刻情報を伝送するためのテーブルである。なお、ＢＳディジ
タルテレビジョン放送などでは、サマータイム実施時の時間オフセット値も伝送可能なＴ
ＯＴ（Ｔｉｍｅ　Ｏｆｆｓｅｔ　Ｔａｂｌｅ）をＴＤＴに代わって伝送している。
　ＥＩＴは、番組のタイトルや放送日時、内容の説明など、番組に関する情報が記述され
たテーブルである。このＥＩＴは、ＥＩＴ［ｐ／ｆ］およびＥＩＴ［ｓｃｈｅｄｕｌｅ］
に分類される。ＥＩＴ［ｐ／ｆ］は、現在放送中の番組とその次に放送される番組との番
組情報が記載されたものである。ＥＩＴ［ｓｃｈｅｄｕｌｅ］は、所定の期間、例えば１
週間先までの番組情報が記載されたものである。なお、以下では、ＥＩＴ［ｐ／ｆ］およ
びＥＩＴ［ｓｃｈｅｄｕｌｅ］を総称したものをＥＩＴと称して説明する。
　さらに、ＴＳパケットのペイロードには、番組配列情報以外の情報が記述されたセクシ
ョン形式のデータを格納することができる。具体的には、例えば、ＥＣＭ（Ｅｎｔｉｔｌ
ｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｍａｓｓａｇｅ）やＥＭＭ（Ｅｎｔｉｔｌｅｍｅｎｔ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ）などの有料放送を試聴する際に必要となるテーブ
ルである。
　ＥＣＭは、デスクランブルを行うためのスクランブル鍵を伝送するためのテーブルであ
る。ワーク鍵の識別やデコーダのスクランブル機能の強制ＯＮ／ＯＦＦ情報なども伝送す
る。ＥＭＭは、ＥＣＭデータを暗号化するための鍵であるワーク鍵を伝送するためのテー
ブルである。有料放送における加入者の契約タイプや契約期間などの契約情報も伝送する
。
　この発明の実施の一形態による放送受信装置１の一例の構成について、第１図を参照し
て説明する。放送受信装置１は、第１図に示すように、チューナ１１、デスクランブラ１
２、デマルチプレクサ（Ｄｅｍｕｘ）１３、映像デコーダ１４、音声デコーダ１５、映像
切替部１６、音声切替部１７、表示部１８、音声出力部１９、合成部２１、画像生成部２
２、入力インターフェース（Ｉ／Ｆ）２３、判定部２４、記憶部２５、制御部３０および
操作部３１を備える。
　チューナ１１は、外部に接続されたアンテナ２を用いて、放送設備から送信されたディ
ジタルテレビジョン放送の電波を受信する。そして、受信したディジタルテレビジョン放
送の電波に対して、復調や誤り訂正などの所定の信号処理を施してＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏ
ｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ；トランスポートストリーム）をデスクランブラ１２に対して出力す
る。
　デスクランブラ１２は、供給されたＴＳからＥＣＭやＥＭＭを取り出し、ＥＣＭやＥＭ
Ｍに含まれるスクランブル鍵およびワーク鍵を用いてスクランブルを解除するためのデス
クランブル処理を施す。デスクランブルされたＴＳは、デマルチプレクサ１３に供給され
る。
　デマルチプレクサ１３は、ＴＳパケットのヘッダ部に格納されたＰＩＤの値に基づきフ
ィルタリングを行い、多重されたＴＳから必要な映像データ、音声データおよび付加デー
タを取り出し、映像データを映像デコーダ１４に供給するとともに、音声データを音声デ
コーダ１５に供給する。また、デマルチプレクサ１３は、ＴＳから抽出された付加データ
に含まれたＴＤＴやＴＯＴ、ＥＩＴを制御部３０に供給する。
　映像デコーダ１４は、映像データに対して復号処理を施し、復号された映像データを映
像切替部１６に供給する。また、映像デコーダ１４は、デコード処理の開始時刻を示す開
始時刻情報を後述する制御部３０に供給する。音声デコーダ１５は、音声データに対して
復号処理を施し、復号された音声データを音声切替部１７に供給する。
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　画像生成部２２は、後述する制御部３０から供給された各種時間情報に基づき、時間情
報を示す画像データを生成し、合成部２１に供給する。記憶部２５は、例えばＨＤＤ（Ｈ
ａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）や不揮発性メモリなどの記憶媒体で構成され、所定の画
像データが予め記憶されている。記憶部２５は、後述する合成部２１の要求に基づき、記
憶媒体に記憶されている画像データを合成部２１に供給する。また、記憶部２５には、後
述するチャンネル切替データベースが記憶されている。
　合成部２１は、例えば、記憶部２５に予め記憶された画像データや画像生成部２２から
供給された時間情報を示す画像データを合成し、ミュート処理の際に表示される映像デー
タを生成する。生成された映像データは、映像切替部１６に供給される。
　入力Ｉ／Ｆ２３は、所定のプロトコルに従い、外部に接続されたデバイスとの通信を制
御する。入力Ｉ／Ｆ２３は、接続された外部のデバイスから映像データおよび音声データ
を受け取り、判定部２４に供給する。入力Ｉ／Ｆ２３に用いられる端子としては、例えば
、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａ
ｃｅ）端子やコンポジット端子、コンポーネント端子を用いることができる。
　判定部２４は、入力Ｉ／Ｆ２３から受け取った映像データの解像度やカラー、ベースバ
ンドフォーマットを判定するとともに、音声データのサンプリングレートやフォーマット
などを判定し、映像データおよび音声データを映像切替部１６および音声切替部１７にそ
れぞれ供給する。
　映像切替部１６は、映像デコーダ１４から供給される映像データと、合成部２１から供
給される映像データと、判定部２４から供給される映像データとを、後述する制御部３０
の制御に基づき切り替えて表示部１８に出力し、表示部１８で表示する。表示部１８とし
ては、例えば、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）やＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）が用いられる。音声切替部１７は、音声デコーダ１５
から供給される音声データと、合成部２１から供給される音声データと、判定部２４から
供給される音声データとを制御部３０の制御に基づき切り替えて音声出力部１９に出力す
る。
　操作部３１は、例えばリモートコントロールコマンダーからなり、ユーザが所定に設け
られたキーなどの操作子を操作することにより、操作に応じた操作子情報が出力され、制
御部３０に供給される。例えば、ユーザがチャンネルを選局した場合には、選局情報が出
力される。
　制御部３０は、図示しないＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）に予め格納さ
れたプログラムに従い、図示しないＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ
）をワークメモリとして各部を制御する。制御部３０は、タイマ４０を備える。タイマ４
０は、例えばチャンネルを切り替えた場合や外部入力を切り替えた場合に操作部３１から
出力される操作子情報や、デコード処理を開始した際に映像デコーダ１４から出力される
開始時刻情報をトリガとして時間のカウントを行う。
　また、制御部３０は、ユーザの操作部３１に対する操作に基づき、表示部１８および音
声出力部１９に出力される映像データおよび音声データを切り替えるように映像切替部１
６および音声切替部１７を制御する。具体的には、ユーザの操作部３１への操作により選
局が行われた場合、制御部３０は、ミュート処理として、合成部２１から供給された映像
データおよび音声データを出力するように映像切替部１６および音声切替部１７を制御す
る。そして、デコード処理が完了した場合には、映像デコーダ１４および音声デコーダ１
５から供給された映像データおよび音声データを出力するように制御する。また、ユーザ
の操作部３１への操作により外部に接続されたデバイスが選択された場合には、判定部２
４から供給された映像データおよび音声データを出力するように制御する。
　制御部３０は、デマルチプレクサ１３や映像デコーダ１４などから供給された情報に基
づく各種時間情報を画像生成部２２に供給する。例えば、制御部３０は、デマルチプレク
サ１３から供給されたＴＤＴやＴＯＴ、ＥＩＴに記述された現在時刻や日付を示す現在時
刻情報とタイマ４０のカウント値とに基づき時刻情報を生成し、画像生成部２２に供給す
る。また、制御部３０は、映像デコーダ１４から供給されたデコード処理の開始時刻情報
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とタイマ４０のカウント値とに基づき経過時間を算出し、経過時間を示す経過時間情報を
画像生成部２２に供給する。さらに、制御部３０は、記憶部２５に記憶されたチャンネル
切替データベースを参照してミュート処理の総時間情報を取得し、取得した総時間情報と
タイマ４０のカウント値とに基づきミュート処理の残時間を算出する。そして、算出した
残時間を示す残時間情報を画像生成部２２に供給する。
　次に、ミュート処理の際の表示について説明する。この発明の実施の一形態では、チャ
ンネルを切り替えた場合や外部入力を切り替えた場合のミュート処理として、現在時刻や
処理経過時間、残時間などの時間情報を表示させるようにしている。
　例えば、第２図Ａに示すように、画像生成部２２で生成された時間情報の画像を表示部
１８の表示領域の所定の位置にそのまま表示させる。また、例えば、第２図Ｂに示すよう
に、画像生成部２２で生成された時間情報を示す画像を表示部１８の表示領域内を所定時
間毎に移動するように表示させる。
　第２図Ａおよび第２図Ｂに示す例では、黒い画像に対して時間情報を示す画像を表示す
るようにしているが、これはこの例に限られない。例えば、第２図Ｃに示すように、画像
生成部２２で生成された時間情報の画像と、チャンネル切り替え前の画像や記憶部２５に
記憶された画像の中からユーザが選択した画像とを合成し、表示部１８に表示することも
できる。
　ミュート処理中に表示される時間情報としては、例えば、現在時刻、デコード処理の経
過時間および映像表示までの残時間がある。現在時刻を表示する場合、制御部３０は、Ｔ
ＤＴまたはＴＯＴから現在時刻情報を抽出する。また、タイマ４０は、例えばチャンネル
を切り替えた際に操作部３１から出力された操作子情報を受け取ったことをトリガとして
時間のカウントを開始する。そして、制御部３０は、現在時刻情報にタイマ４０のカウン
ト値を加算した時刻情報を算出し、画像生成部２２に供給する。
　画像生成部２２は、制御部３０から供給された時刻情報に基づき、例えば１秒毎などの
所定時間経過毎の時刻を示す画像データを生成し、合成部２１に供給する。合成部２１は
、所定時間経過毎の時刻を示す画像データに基づき、時間の経過を示す映像データを生成
する。こうすることにより、ミュート処理中には、第３図Ａに示すように、現在時刻から
の時間の経過を示す映像を表示部１８に表示することができる。
　処理経過時間を表示する場合、制御部３０は、映像デコーダ１４から供給されるデコー
ド処理の開始時刻情報を取得する。また、タイマ４０は、開始時刻情報を受け取ったこと
をトリガとして時間のカウントを開始する。そして、制御部３０は、開始時刻情報にタイ
マ４０のカウント値を加算したデコード処理の経過時間を算出し、デコード処理の経過時
間を示す経過時間情報を画像生成部２２に供給する。
　画像生成部２２は、制御部３０から供給された処理経過時間情報に基づき、例えば１秒
毎などの所定時間経過毎の時間を示す画像データを生成し、合成部２１に供給する。合成
部２１は、所定時間経過毎の時間を示す画像データに基づき、時間の経過を示す映像デー
タを生成する。こうすることにより、ミュート処理中には、第３図Ｂに示すように、デコ
ード処理の時間の経過を示す映像を表示部１８に表示することができる。
　ミュート処理の残時間を表示する場合には、ミュート処理の総時間からミュート処理開
始からの経過時間を減算することにより、ミュート処理の残時間を取得することができる
。
　ここで、ミュート処理の総時間の取得方法について説明する。例えば、ＢＳディジタル
テレビジョン放送などの衛星放送の場合、複数のトランスポンダを用いてＴＳを伝送して
おり、チャンネルを切り替えた場合に、切り替え前後のチャンネルのサービスに対応する
ＴＳがそれぞれ別のトランスポンダが用いられていると、受信するトランスポンダを変更
する必要がある。そのため、チャンネルを切り替えるパターンによっては、受信するトラ
ンスポンダを変更するための時間が発生する。したがって、チャンネルを切り替えた際の
ミュート処理の総時間は、切り替え前後のチャンネルに応じて異なる場合がある。
　そこで、この発明の実施の一形態では、チャンネルを切り替えた際の切り替えパターン
に応じたミュート処理の総時間が記述されたチャンネル切替データベースを予め用意し、
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チャンネルを切り替えた際のミュート処理の残時間を表示する場合には、このチャンネル
切替データベースを参照してミュート処理の総時間を取得するようにしている。
　チャンネル切替データベースには、例えば第４図に示すように、「切替後チャンネル（
ｃｈ）」、「切替前チャンネル（ｃｈ）」および「ミュート処理総時間」が記述されてい
る。切替後チャンネルは、ユーザが操作部３１を操作して切り替えたチャンネルである。
切替後チャンネルは、チャンネルを切り替える前のチャンネルである。ミュート処理総時
間は、切替後チャンネルから切替後チャンネルに切り替えた際に、ミュート処理の際に要
する残時間である。
　このチャンネル切替データベースには、全てのチャンネル切り替えパターンが記述され
ており、例えば、切替前チャンネルが「ＡＢ」であり、切替後チャンネルが「ＡＡ」であ
る場合のミュート処理の総時間は、「ＸＸＸ」秒であることを示す。
　したがって、ミュート処理の残時間を表示する場合、制御部３０は、記憶部２５に記憶
されたチャンネル切替データベースを参照してミュート処理の総時間を示す総時間情報を
取得する。また、タイマ４０は、例えばチャンネルを切り替えた際に操作部３１から出力
された操作子情報を受け取ったことをトリガとして時間のカウントを開始する。そして、
制御部３０は、総時間情報からタイマ４０のカウント値を減算した残時間情報を算出し、
画像生成部２２に供給する。
　画像生成部２２は、制御部３０から供給された残時間情報に基づき、例えば１秒毎など
の所定時間経過毎の時間を示す画像データを生成し、合成部２１に供給する。合成部２１
は、所定時間経過毎の時間を示す画像データに基づき、時間の経過を示す映像データ生成
する。こうすることにより、ミュート処理中には、第３図Ｃに示すように、ミュート処理
の残時間の経過を示す映像を表示部１８に表示することができる。
　なお、ミュート処理の残時間を表示する場合には、例えば第３図Ｃに示すように、残時
間の表示の他に、バーによる表示を用いて、残時間に対する現在の経過時間が視覚的に理
解できるようにしてもよい。
　外部入力を切り替える際にミュート処理の残時間を表示させる場合には、例えば、ミュ
ート処理の総時間を予め設定し、設定した総時間に基づき残時間を算出するとよい。これ
は、入力Ｉ／Ｆ２３に接続された複数のデバイスの中からいずれかのデバイスを選択した
際に処理に必要となる時間が、どのデバイスを選択した場合においてもほぼ同様であると
考えられるためである。したがって、ミュート処理の残時間は、予め設定された総時間か
らタイマ４０のカウント値を減算することにより算出することができる。
　次に、この発明の実施の一形態による放送受信装置における選局の際の再生処理の流れ
について、第５図に示すフローチャートを参照して説明する。ここでは、衛星ディジタル
テレビジョン放送を選局する場合を例にとって説明する。また、この例では、時間情報と
してミュート処理の際に残時間を表示させる場合について説明する。なお、特別な記載が
ない限り、以下の処理は、制御部３０の制御の下で行われるものとする。
　ユーザが操作部３１を操作して選局を行い、チャンネルの切り替えが指示されると一連
の処理が開始され、ステップＳ１において、ミュート処理が開始される。ステップＳ２で
は、Ｃｉｒｃｕｓコードが処理され、ステップＳ３において、Ｃｉｒｃｕｓコードに基づ
き適切なトランスポンダがチューナ１１で選局され、復調処理が行われる。
　ステップＳ４では、デマルチプレクサ１３により、受信中のトランスポンダのＴＳから
、ＰＩＤに基づきフィルタリングされてＰＡＴが受信され、ステップＳ５において、ＰＡ
Ｔに記述されたＰＭＴのＰＩＤに基づきフィルタリングされてＰＭＴが受信される。
　ステップＳ６では、デマルチプレクサ１３によりＴＳからＥＭＭが取得され、ＥＭＭか
らワーク鍵が取得される。また、デマルチプレクサ１３により、ＴＳからＥＣＭが取得さ
れる。ステップＳ７では、ステップＳ６で取得されたＥＣＭがワーク鍵で復号され、復号
されたＥＣＭからスクランブル鍵が取得される。
　ステップＳ８では、デスクランブラ１２により、ステップＳ７で取得されたスクランブ
ル鍵を用いてデスクランブル処理が行われる。ステップＳ９において、映像デコーダ１４
により、映像データのデコード処理が開始される。
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　ステップＳ１０において、ミュート処理中に時間情報の表示を行うか否かが判断される
。時間情報を表示すると判断された場合には、処理がステップＳ１１に移行する。ステッ
プＳ１１では、デマルチプレクサ１３により、ＴＳからＴＤＴまたはＴＯＴが取得され、
ステップＳ１２において、ＴＤＴまたはＴＯＴに記述された現在情報時刻が取得される。
　ステップＳ１３において、ミュート処理の残時間を表示するか否かが判断される。残時
間を表示すると判断された場合には、処理がステップＳ１４に移行する。ステップＳ１４
では、切り替え前後のチャンネルに応じてチャンネル切替データベースを参照してミュー
ト処理の総時間が取得され、取得された総時間からタイマ４０のカウント値を減算するこ
とによってミュート処理の残時間が算出される。
　一方、ステップＳ１３において、残時間を表示しないと判断された場合には、処理がス
テップＳ１５に移行する。
　ステップＳ１５では、画像生成部２２により、ステップＳ１４で算出されたミュート処
理の残時間と記憶部２５から供給された画像データとに基づき、残時間を示す画像データ
が生成される。なお、ステップＳ１３において、残時間を表示しないと判断された場合に
は、ステップＳ１２で取得した現在時刻情報と記憶部２５からの画像データとに基づき、
現在時刻を示す画像データが生成される。ステップＳ１６では、合成部２１において、ス
テップＳ１５で生成された残時間の画像データに基づき時間の経過を示す映像データが生
成され、表示部１８に表示される。
　ステップＳ１７では、映像デコーダ１４によるデコード処理が完了したか否かが判断さ
れる。デコード処理が完了したと判断された場合には、処理がステップＳ１９に移行する
。デコード処理が完了していないと判断された場合には、処理がステップＳ１３に戻る。
　一方、ステップＳ１０において、時間情報を表示しないと判断された場合には、ミュー
ト処理として、例えば黒い画像を表示し、処理がステップＳ１８に移行する。ステップＳ
１８では、映像デコーダ１４によるデコード処理が完了したか否かが判断される。デコー
ド処理が完了したと判断された場合には、処理がステップＳ１９に移行する。デコード処
理が完了していないと判断された場合には、処理がステップＳ１０に戻る。
　ステップＳ１９では、デコードされた映像データが表示部１８に表示され、一連の処理
が終了する。
　第５図に示すフローチャートでは、ミュート処理の残時間を表示する場合の選局処理の
流れについて説明したが、例えば、ミュート処理中にデコード処理開始からの経過時間を
表示する場合についても、同様の処理を行うことにより、経過時間を表示することができ
る。
　この場合、具体的には、ステップＳ１３において、デコード処理を開始してからの経過
時間を表示するか否かが判断される。経過時間を表示すると判断された場合には、ステッ
プＳ１４において、制御部３０により、映像デコーダ１４から供給される開始時刻情報に
基づきデコード処理の経過時間が算出される。そして、ステップＳ１５において、算出さ
れた経過時間と記憶部２５から供給された画像データに基づき、デコード処理の経過時間
を示す画像データが生成される。そして、ステップＳ１６で、合成部２１により、時間の
経過を示す映像データが生成される。
　なお、上述では、衛星ディジタルテレビジョン放送を選局する場合の処理について説明
したが、地上ディジタルテレビジョン放送を選局する場合には、衛星のトランスポンダが
存在しないため、ステップＳ３におけるトランスポンダの選局の処理が省略される。
　また、この例では、映像データを出力する場合について説明したが、音声データを出力
する場合についても、映像データの場合と同様にして出力することができる。
　このように、この発明の実施の一形態では、ミュート処理の際に、チャンネルを切り替
えてからの経過時間や、映像が表示されるまでの時間などの時間情報を表示するようにし
ているため、ユーザの心理的な負担を軽減させることができる。
　以上、この発明の実施の一形態について説明したが、この発明は、上述したこの発明の
実施の一形態に限定されるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内で様々な変
形や応用が可能である。例えば、ミュート処理中に表示される映像データに用いられる画
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像データは、記憶部２５に予め記憶された画像データを用いるように説明したが、これに
限られず、例えばユーザの好みに応じた画像データを新たに記憶部２５に追加し、追加し
た画像データを用いるようにしてもよい。
　この発明は、ミュート処理中に現在時刻やデコード処理の経過時間、ミュート処理が完
了までの残時間などの時間経過を示す映像データを出力するようにしているため、ユーザ
の心理的な負担を軽減させることができるという効果がある。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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【図３Ｃ】
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